








































































































V ブラショフ 91 143 
IV プリンキオアイア 2 110 
IV-VlI グライオパ 288 308 
VlI-VJ[ アレキサンドリア 234 259 
ブ ザ ウ 80 136 
フォクシャニ 39 117 
プロイエステイ 115 159 
ジムニチア 268 290 






















市|人口(万)I死 者 l負傷者| 建 物
ブカ レス ト 180 
10万人1，当42り079人 10万人7当，5り00417人 全高半層建壊物計全約壊2223，O，∞半戸壊 1，600 (187) 
ク ライオノξ 22.2 40 550 全約壊2010が， 半Eん壊ら410 %な かの被害
トウノレヌマグレレ 4 4 70 全壊 106，半壊 4，945
ジムニチア 1.5 5 600 全半壊の合計約80%















域 1 M 1 死 者 1 年・月日| 地年・月・日| 地
5 
I M 1死者
1906・3・16 4ロA 湾 7. 1 1，300 1957・12・13 イ フ 、〆 7.2 1，130 
1815・3・16 イ タ リ ア 7.0 29，980 1960・2・29 モ ロ ツ コ 5.9 15，000 
1925・3・16 雲 南 7.1 5，000 1963・7・26 ユーゴースラピア 6.0 1，100 
1929・5・1 イ フ ン 7.1 3，300 1966・8・19 ト 1レ コ 7.0 3，000 
1930・7・23 イ タ リ ア 6.5 1，430 1968・8・31 イ フ ン 7.0 11，000 
1831・3・31 ニカ ラグア 5.55 2，500 1969・7・25 広 東 6.4 3，000 
1935・4・20 4口A 湾 7. 1 3，2加 1972・4・10 イ ブ ン 7.0 5，374 
1945・1・12 一 河 7. 1 1，900 1972・12・23 ニカ ラグア 6.2 5，000 
1949・8・5 エク ア ド ノレ 6.8 6，000 1975・9・6 ト 1レ コ 6.5 3，000 
1954・9・9 アノレジエリア 6.8 1，2印 1976・5・6 イ タ リ ア 6.5 965 






表3-b M7. 3-7. 7で死者1，0∞人以上の震災
域 1 M 1 死 者|年・月・日| 地 域 1 M 1 死者
1908・12・28 イ タ リ ア 7.5 83，000 1948・6・28 福 井 7.3 3，895 
1930・5・5 ビ ノレ てず 7.3 6，000 1949・7・10 ダジキスタン 7. 7 5，000 
1932・12・25 甘 粛 7.6 70，000 1962・9・1 イ フ 、〆 7.3 12，230 
1935・5・30 ノξ キスタ ン 7.5 30，000 1970・3・28 ト ノレ コ 7.4 1，086 
1940・11・10 ルーマニア 7.4 1，000 1970・5・31 J¥ o ノレ 一 7.6 70，000 
1943・9・10 烏 取 7.4 1，170 1976・2・24 グアテマラ 7.5 23，000 
1946・11・10 J、。 ノレ 一 7.4 1，400 
表4 負傷者と死者の比率(日本の例)
除傷者凶|死者側1 A/B 
関東地震(東京府) 1923 27，000 約60，000 0.35 
関東地震(東京市〉 1923 26，000 約58，000 0.45 
関東地震(東京府下)1923 1，000 約 2，000 0.5 
関東地震(神奈川県)1923 56，000 約 2，900 1.9 


























































震コードになり， 1947年の BracingLaws， 1956年の耐
震関係の委員会基準， 1962年のSEAOC，1971年のSEA




























1922 60 1.6 フィリップソンによる
1940 約 85 1.7 1944年共産政権確立
1948 車甘100 1.7 Sozenの推計
1656 約120 1.5 1858年ソ連撤退
1970 147.5 2.2 
1971 7月 157 6.5 ルーマニア地図粘統計
1972 161. 8 4.8 
1974(末〕 158.6 コメコン諸国統計1975



































































死 者 25 O 
負 傷 者 170* O 
全壊住家 39 O 
半壊住家 536 O 
一部破損 3，759 150 
道路被害 1，102 15 
崖く ずれ 193 O 





面 手責 179.2平方凶 173.8平方同




死 者 20人(1万人当り7.4人) 1人
負(重傷傷者者〉 13当7人り (25人〕) 
1，003人
(1万人 50.6人 (10人)



































































































































































































































火を消した 12.8% 0.7% 
とっさに外にとびだした 17.2 13.0 
ものかげに身をかくした 3.6 0.2 
近くの建物の中にかけこんだ 0.3 0.4 
何かにつかまった 16.6 3.8 
机・テープツレなどの下に身をかくした 11. 2 3.6 
家具を支えていた 5.4 1.4 
家族をあつめた 7.2 6.6 
車をとめ様子をうかがった 5.8 3.0 
現金・貴重品などをとりまとめた O. 1 2.3 
お祈りをした 1.5 0.4 
何もできなかった 8.2 6.8 
特に何もせず様子をみていた 18.8 30.5 
その他 6.1 21. 3 









































































































































































水路の水理学 ( 50) 
警報システムおよび耐洪水性
予測手法 (100) 
警報プログラムの改良 ( 60) 
耐洪水技術 ( 40) 
耐洪水性の自然的社会的測面 ( 10) 
耐洪水性のフィードパック効果 ( 5) 
土地利用管理
採択過程 ( 30) 
社会的有効性 ( 8) 
土地政策の調整 ( 3) 
保険，救援，復旧
危険意識と保険の加入 (p ) 
土地利用との関連 (p ) 
強制的洪水保険 ( 5) 
洪水被害ポテンシアノレへの影響 ( 10) 
A 救援と復旧が与える影響 (田)
救援方法 ( 10) 
基礎的なデータと手法
洪水頻度推定方法 (100) 
危険図作成手法 ( 50) 
洪水被害変数 (100) 
選択への住民参加 (100) 



















地球物理学および工学 (p ) 
新技術採用過程 ( 25) 
耐震構造
分析，建築法規の立案 (200) 
法規の施行 ( 25) 
古い建物の処理 (100) 
法規採択過程 ( 30) 
土地利用管理
震害ゾーニング研究 (200) 
ゾーニング採用過程 ( 40) 
予知と警報
地球物理学的側面 (p ) 
警報システムの運用 (印〉
保険
採択過程 ( 10) 
全災害保険 ( 20) 
コミュニティの防災体制，救援と復旧
ミクロの危険度分析 ( 30) 
災害防備研究 ( 25) 
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RECENT CHARACTERISTICS OF EARTHQUAKE DISASTERS 
AND FUTURE STUDY PROGRAMMES 
Takamasa Nakano * 
Com)りrehensiveUrban Studies， No. 8， 1979， pp.3-14 
Three earthquake disasters are examined to summarize the chamcteristics of earthquake in urban 
a. The disasters in Bucharest from the Romanian Earthruake， March 4， 1977. 
b. The disasters in the Higashi-lzu resort area from the Izu-Oshima Kinkai Earthquake， January 
14， 1978. 
c. Earthquake disasters in Sendai from the Miyagi-ken Oki Earthquake， ]une 12， 1978. 
In order to summarize the characteristics of earthquake disasters observed in the disasters 
mentioned above， thefollowing four guide lines are applied : 
14 総合都市研究第8号
1. Resistivity against earthquake damage to houses and buildings differs from place by pl創恐釦d
age of Iaci!ities. Buildirtg codes concerning earthquake have aIso been changed. In回 rtainarea， there are 
buildings which were built based upon different building codes. 
2. According to the developmental progress of a region， potential damage increases. 
3， With the increasing construction of higher buildings， the number of possible deaths and injuries 
is increasing in urban areas. Damage to the upper floors of high-rise (residential) structures increases 
proportionately with height due to horizontal.shaking. 
4. Technological control can never be perfect. If the exogenic impact on technical installations 
exぼedthe limit of technical control， severe damage will result. 
* Center for Urban Studies， Tokyo Metropoli回 1University 
